
 

 

 

埼玉県立総合教育センター 

はじめに 
 特別支援学校の新学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力
の一つに改めて情報活用能力を位置づけ、各教科等におけるＩＣＴを
活用した学習活動の一層の充実を目指しています。  
 また、「ＧＩＧＡスクール構想」への対応により、本県においても令
和２年度末には小・中学部で１人１台端末及び高等部で３クラス１ク
ラス程度の端末と高速大容量通信ネットワークの整備が進む予定で
す。今後、各特別支援学校ではＩＣＴを積極的に活用して児童生徒一
人一人に個別最適化された学びを実現することによって、創造性を育
み、資質・能力を確実に育成することが重要です。 

 県立総合教育センターでは、この度、各特別支援学校のＩＣＴを活用した学習活動を支
援するため「『ＧＩＧＡスクール構想』時代のＩＣＴ活用ガイド」を作成しました。ガイ
ドでは、児童生徒約１人１台端末のＩＣＴ環境における具体的な学びのイメージを示すと
ともに、指導にすぐ活かせるようＩＣＴ活用レシピを各学部、各教科等ごとに掲載してあ
ります。本冊子は、その概要を示したダイジェスト版です。 
 各特別支援学校におかれましては、「ＧＩＧＡスクール構想」時代のＩＣＴの一層の活
用に向けて参考にしていただくようお願いします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイジェスト版では、学習場面の一部を紹介しています。詳細は、本編をご覧ください。 

 

 
一斉学習 

Ａ１ 教師による教材の提示：電子黒板等を用いた分かりやすい課題の提示 

個別学習 

Ｂ１ 個に応じた学習 ：一人一人の習熟の程度などに応じた学習 

Ｂ２ 調査活動    ：インターネット等による調査 

Ｂ３ 思考を深める学習：シミュレーション等を用いた考えを深める学習 

Ｂ４ 表現・制作   ：マルチメディアによる表現・制作 

Ｂ５ 家庭学習    ：タブレット P C等の持ち帰りによる家庭学習 

協働学習 

Ｃ１ 発表や話合い   ：考えや作品を提示・交換しての発表や話合い 

Ｃ２ 協働での意見整理 ：複数の意見や考えを議論して整理 

Ｃ３ 協働制作     ：グループでの分担や協力による作品の制作 

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習：遠隔地の学校等との交流 

埼玉県マスコット「コバトン」 

一斉学習 

個別学習 

協働学習 



 

 レシピ  

  

 

 

 

 

 

 
 レシピ①  中学部 音楽科 

       器楽合奏「音楽で仲間とつながろう」 

◎ＴＶ会議システムを活用して交流学校とつなげる。 

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習（５０分） 

 ） 

【活用の流れ】 

  

【活用の流れ】 

 
 レシピ②  高等部 「教科別の指導 職業」 

 「産業現場等における実習にトライしよう」 

◎iPadを活用して学び合いを深める。 

Ｃ１ 発表や話合い（４０分） 

 ） 

Zoom、 Google Meet 等 

相手校一人一人の 

様子を確認できる 

大型スクリーンに映せば臨場感が出る 

結果をグループ内で

見て話し合う 

生徒同士で撮影役 

観察役・演習する役を

分担する。 

【使用するアプリ等】 

Zoom 

 Google フォーム 

分身ロボット 

【使用するアプリ等】 

iPad 

シンプル角度計 

カメラ分度器 



 

  

  

 レシピ③  高等部 「教科別の指導 職業」 

 「産業現場等における実習にトライしよう」 

 
Ｃ１ 

発表と振り返り（５０分） 

 ） 
◎パワーポイントを作成することで自分の実践をまとめる。 

  

 レシピ④  小学部 「教科別の指導 体育」 

   器械運動「器械・器具を使っての運動遊び」「器械運動」 

Ｃ１ 発表や話合い（４０分） 

 ） 
◎iPadや器械運動専用アプリを活用して学び合いを深める。 

結果をみんなで確認して意見を言い合う 

まとめることで 

自分の成長を 

客観的にみられる 

【使用するアプリ等】 

iPad 

Keynote 

【使用するアプリ等】 

iPad 

デジ体 

機械運動アプリ 

各グループの 

様子を教員が撮影 

【活用の流れ】 

【活用の流れ】 

 



 

  

  

 

 
 レシピ⑤   小学部 「教科別の指導 体育」 

       器械運動「器械・器具を使っての運動遊び」「器械運動」 

◎iPadを活用して過去の自分と現在の自分を客観視する。 

Ｃ１ 発表や振り返り（４０分） 

 ） 

【活用の流れ】 

【活用の流れ】 

 
 レシピ⑥   中学部 「教科別の指導 職業・家庭」 

       「育てたサツマイモを使って料理をしよう」 

◎プレゼンテーションアプリや動画編集アプリを使用し、サツマイモの成長の過程を振り返る。 

Ａ１ 一斉指導 

 ） 

過去の試技を視聴後・・・ 

発表会の録画で上達を確認 

学級園のサツマイモの苗植えから、収穫ま

での写真や動画を編集し、成長の過程を振

り返ることができるようにする 

Google 等の検索サイトから検索方法やい

くつかの料理アプリを紹介する 

みんな上達したね 

【使用するアプリ等】 

iPad 

iMovie 

Keynote 

電子黒板 

【使用するアプリ等】 

iMovie 

PowerPoint 



 

  

  

  

【活用の流れ】 

 レシピ⑧   中学部 生活単元学習 

        「防災について学ぼう」 

Ａ１ 一斉学習（２０分） 

 ） 
◎事前に避難の様子を動画で撮影し、避難の良い例・悪い例を紹介する。 

 
 レシピ⑦  中学部 「教科別の指導 職業・家庭」 

       「育てたサツマイモを使って料理をしよう」 

 
Ｃ１ 協働学習 

 ） 

【活用の流れ】 

チラシを作り、料理を食べてもらう先

生にセールスポイントを説明する 

事前に避難動画を作成し、避難の様子のイメージが

つくようにする 

避難の様子の動画を見せて、避難の仕方の良い例、悪い例を

確認できるようにする 

◎料理のセールスポイントがわかるチラシを「 Google Jamboard 」や「Power Point」「Word」

等で作成する。 

◎「 Google フォーム」で投票してもらい、投票結果を電子黒板等に映し振り返りを行う。 

アンケート集計アプリを使用して

見た目や味等を評価してもらう プロジェクターや大型モニター

に接続し結果を発表する 

【使用するアプリ等】 

 Google jamboard 

 Google フォーム 

PowerPoint 

Word 

【使用するアプリ等】 

iMovie 



 

  

 

  

 
 レシピ⑩   中学部 生活単元学習 

        「防災について学ぼう」オンライン防災学習 

 
Ｃ１ 学校の壁を超えた学習（４５分） 

 ） 

【活用の流れ】 

  

【活用の流れ】 

 
 レシピ⑨  中学部 生活単元学習 

        「防災について学ぼう」 

 

◎iPadのカメラでハザードマップの素材を撮り、印刷し、模造紙にまとめる。 

Ｃ３ 協働制作（２０分）×２ 

 ） 

撮った写真を、iPad のエアドロップ機能で

交換できるようにする 

自分で撮影した写真を見せ合い、どこが危

険なのか発表し、模造紙にまとめる 

360°カメラで消防署の

施設・設備、隊員の動き

を動画でとっておくこと

で、様々な角度から見学

できるようにする 

学校と消防署を TV会議システム（ZOOM)でつなぎ中継する 

◎事前に 360°カメラで動画撮影し、様々な角度で見せることで署内の施設・設備や署員の動き等を

把握できるようにする。 

【使用するアプリ等】 

カメラアプリ 

【使用するアプリ等】 

360°カメラ 

Zoom 

 Google Meet 

電子黒板 



 

  

   レシピ⑪   高等部 「作業学習」木工班 

  「作業頒布会に向けて製品を作ろう」 

Ｃ１ 協働学習 発表や話合い 

 ） 

【活用の流れ】 

  

 レシピ⑫   高等部 「作業学習」木工班 

  「作業頒布会に向けて製品を作ろう」 

 
Ｂ１ 個別学習 個に応じる学習 

 ） 

◎見通しをもって活動できるようにするため「何を（作業内容）どれだけ（作業量）、どこまで（作

業時間）を」アプリを活用し、視覚的に示す。 

【活用の流れ】 

それぞれの作業動作や工具

の使い方等において「良い

例」、「悪い例」を提示する 

絵カードカウンター 絵カードタイマー 

タイムエイドアプリを使うことで終わりがわ

かるようにする 

絵カードタイマーを使用することで何をいつ

までやるのかがわかる 

◎360°カメラや iPadカメラを使用し、安全作業・危険作業がわかる動画を作成し、動画を視聴しな

がら発見型授業を行う。 

◎使用する工具の安全な使い方動画を作成する。 

目標作業量を〇の数で示し一つ終わったら〇を
タップすると消えていく 
あとどれくらいやればいいのか視覚的にわかる 

【使用するアプリ等】 

カメラアプリ 

360°カメラ 

iMovie 

keynote 

PowerPoint 

電子黒板 

【使用するアプリ等】 

絵カードカウンター 

絵カードタイマー 

360°カメラで木工室

の作業室全体を撮影

したものを生徒が操

作し、「安全」「危険」

を自分たちで発見で

きるようにする 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2017/05/blog-post_57.html&psig=AOvVaw1EDdXZHPNoK4Klp7ymqf3j&ust=1610181444229000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNjdrrv3i-4CFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_5466.html&psig=AOvVaw0IKDxUA_4YUoWiP87srZVo&ust=1610182223333000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOCoqbD6i-4CFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_9764.html&psig=AOvVaw1v7X7uxGsiFJEbxa3AzqDK&ust=1610182286422000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKiJq8z6i-4CFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_9764.html&psig=AOvVaw1v7X7uxGsiFJEbxa3AzqDK&ust=1610182286422000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKiJq8z6i-4CFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2014/08/blog-post_26.html&psig=AOvVaw0u9-urdLohzQUh9dKynrM_&ust=1610183277277000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKCmkqX-i-4CFQAAAAAdAAAAABAD


 

  

   レシピ⑬   小学部 「生活単元学習」 

  「学校探検をしよう」 

Ａ１ 教師による教材の提示 

 ） 
◎ホワイトボードアプリやプレゼンテーションアプリを活用し、目的地を写真で知る。 

【活用の流れ】 

  

 レシピ⑭   小学部 「生活単元学習」 

  「学校探検をしよう」 

 Ｃ１ 発表や話合い（３５分） 

 ） 

◎カメラアプリを使用し、目的地の写真を撮影する。 

◎ホワイトボードアプリやプレゼンテーションアプリを活用し、撮影した写真を見て活動を 

 振り返る。 

【活用の流れ】 

事前に目的地の場所をカメラで撮影しておく。 

写真での理解が難しい場合は、実物等を使いながら説

明をする 

画面を拡大させて目的地となる場所に 

何があるのか確認させる 

目的地のシンボルマーク

とカードが一致したらシ

ールを貼る（タブレット

で丸を描く） 

カメラアプリを使用して、目的地の写真を撮

影したり、ＱＲコードを読み取ったりする 

【使用するアプリ等】 

 Google Jamborad 

Keynote 

【使用するアプリ等】 

 Google Jamborad 

Keynote 

カメラアプリ 



 

  

   レシピ⑮  小学部 「教科別の指導 算数」 

   ２段階 Ｂ 「図形」 

Ａ１ 個に応じた学習（２０分） 

 ） 
◎ホワイトボードアプリを活用し、形を分類できるようにする。 

【活用の流れ】 

  

 

 

 

 

 

 

 レシピ⑯   小学部 「教科別の指導 算数」 

   ２段階 Ｂ 「図形」 

 

 

Ｂ２ 調査活動（３５分） 

 ） 

◎カメラを活用し、身の回りにあるものの写真を撮る。 

◎ホワイトボードアプリ活用し、身の回りにあるものの形に気付くことができる。 

【活用の流れ】   

電子黒板や投影用プロジェクターに 

 Google Jamboard の画面を映す 

カメラアプリを使用して、学校内で気になる

ものを写真で撮る 

形の枠を示して、どの形に分類されるか

視覚的に分かるようにする。 

自分でオブジェクトを移動させ、分類をさせる。形が

分かりにくい場合は、オブジェクトを拡大して着目す

べき部分を提示する 

【使用するアプリ等】 

 Google Jamborad 

【使用するアプリ等】 

 Google Jamborad 

Keynote 



 

  

   レシピ⑰   小学部 「教科別の指導 国語」 

   ２段階 「平仮名を読もう」 

Ｂ１ 個に応じた学習（２０分） 

 ） 

◎アプリを使用して、発音を聞いたり、平仮名を並べ替えたりする。 

◎電子黒板等に拡大して映して分かりやすくする。 

【活用の流れ】 

  

 レシピ⑱   小学部 「教科別の指導 国語」 

   ２段階 「平仮名を読もう」 

 Ａ１ 教師による教材の提示（３０分） 

 ） 

◎アプリを使用して、発音を聞いたり、平仮名を並べ替えたりする。 

◎電子黒板等に拡大して映して分かりやすくする。 

【活用の流れ】 

ヒントとしてイラストや文字に音声を吹き込ん

でおく（児童が一人で取り組めるように） 

正解すると正解マークが

でるように設定する 

ヒントとしてイラストや文字に音声を吹き込んでおく

（児童が一人で取り組めるように） 

 

正解すると正解マークがでるように設定する 

【使用するアプリ等】 

Finger Board Pro 

電子黒板 

【使用するアプリ等】 

Finger Board Pro 

電子黒板 



 

   特別支援学校のＩＣＴ環境整備～入出力を支援する装置を紹介～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集・発行 埼玉県立総合教育センター 

               令和３年３月 発行 

       〒361-0021 埼玉県行田市富士見町 2-24 

         TEL 048-556-6164 FAX 048-556-3396 https://www.center.spec.ed.jp/ 

埼玉県マスコット「さいたまっち」「コバトン」  

おわりに 

 今後、各特別支援学校においては児童生徒約１人１台端末のＩＣ

Ｔ環境の下、個別最適な学びを実現するため、指導の個別化と学習

の個性化の充実が求められます。また、引き続き新型コロナウイル

ス感染症への対応も課題です。本ガイドには、教員一人一人がＩＣ

Ｔを活用した指導力を高めるとともに、各教科等ですぐに使える具

体的なアイディアを小・中・高等部合わせて９の事例（準ずる教育

課程：１事例 知的障害教育課程：８事例）を掲載してあります。

本編は、以下の県立総合教育センターのホームページでご覧いただ

けますので、ご活用ください。 

ＵＲＬ：https://www.center.spec.ed.jp/ict 活用ガイド 

 また、その他にも様々な場面で活用することができる「 G Suite 

for Education 」の基本的な操作に関するマニュアル等も公開して

います。県立総合教育センターでは、これからも「ＩＣＴを活用し

た新たな学びの創造」に向け、各学校の取組を支援してまいります。 本編はコチラから↑ 

視覚障害特別支援学校への整備 

 

肢体不自由特別支援学校への整備 

 

https://www.center.spec.ed.jp/ict活用ガイド

